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テーマ：国立国会図書館をめぐるデータオープン化の現状と展望
～データ利活用促進に向けた取組～

登壇者：
国立国会図書館（NDL）のデータ提供の最前線を担う二人、
オープンデータ利活用の最前線に立つ二人
内容：
①国立国会図書館データの二次利用促進 これまでとこれから

奥田倫子（ NDL ）
②国立国会図書館サーチからのデータ提供 川瀬直人（ NDL ）
③データ利活用のためのジャパンサーチモデル

神崎正英氏（ゼノン・リミテッド・パートナーズ代表）
④利活用サービスの実際

中村覚氏（東京大学情報基盤センターデータ科学研究部門助教、
国立国会図書館非常勤調査員）

登壇者によるトークセッション：進行 高品盛也（ NDL ）



ちょっと前提 インプット

ジャパンサーチ
 書籍等分野、文化財分野、メディア芸術分野など、さまざまな分野のデジタル

アーカイブと連携して、日本が保有する多様なコンテンツのメタデータをまと
めて検索できる「国の分野横断統合ポータル」です。

 試験版を2019年2月にリリースしました。2020年までの正式版公開を目指し
て、連携データベースを増やし、利活用を容易にするための機能を整備してい
きます。

 「デジタルアーカイブジャパン推進委員会及び実務者検討委員会」（事務局：
内閣府知的財産戦略推進事務局）の方針のもと、さまざまな分野の機関の連
携・協力により、国立国会図書館が試験版を運用しています 。

国立国会図書館サーチ
 国立国会図書館をはじめ、全国の公共図書館、学術研究機関等が提供する資料、

デジタルコンテンツを統合的に検索できるサービス
 ジャパンサーチの書籍分野のつなぎ役を担っております。
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